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バイオジェット燃料生産技術開発事業／微細藻類基盤技術開発／

熱帯気候の屋外環境下における発電所排気ガスおよび

フレキシブルプラスティックフィルム型フォトバイオリアクター技術を応用した

大規模微細藻類培養システムの構築および長期大規模実証に関わる研究開発

（株）ちとせ研究所

再委託先: Sarawak Biodiversity Centre
および Sarawak Energy Berhad
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2021年度成果報告会

分野：バイオマス

問い合わせ先
株式会社ちとせ研究所
E-mail: info-cl@chitose-bio.com
TEL: 044-813-3380
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事業概要

バイオジェット燃料の原料であり、カーボンリサイクル技術の一つである微細藻類について、主たる生
産物として純バイオジェット燃料の製造、および、二酸化炭素吸収を主眼に微細藻種の選定、育
種や多様な培養方法について実用化を行う際の１ユニット単位となる規模での比較検証を含む実
証を行い、安定大量培養技術を確立することを目標とする。

1. 期間
開始 ： ２０２０年８月
終了（予定）： ２０２３年３月

2. 最終目標

3.成果・進捗概要

・建設予定地の土壌調査・測量等選定に必要な調査を完了し、建設予定地を選定した。

・藻類培養プラント建設仕様書の作成が完了した。

・建設工事が開始され、大きな遅延なく工事が進められている。

・フォトバイオリアクターの製作コスト削減のため、試作および初期稼働試験を完了した。

・文献調査等を踏まえ、モデル藻類種の選定および初期屋内培養試験を実施した。

・同藻類種を用いた商業用培地の試験を実施し、候補となる培地組成が見つかりつつある。
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研究開発項目

１．熱帯気候の屋外環境下においてPBR技術および火力発電所排気ガスを

利用した大規模藻類培養システムの構築（FY2020-FY2022）

２．発電所排気ガスへの曝露による藻類培地および培養藻類への影響評価

（FY2020-FY2022）

３．大規模屋外藻類培養システムの運用技術の開発（FY2020-FY2022）

４．大規模屋外藻類培養の実証 （FY2021～）
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プロジェクト体制

株式会社ちとせ研究所
研究実施場所
野川ラボ （神奈川県川崎市）
KSPラボ （神奈川県川崎市）
サラワク生物多様性センター （マレーシア、サラワク州、クチン市）
サラワクエナジーバーハード （マレーシア、サラワク州、クチン市）

サラワク生物多様性センター
研究実施場所
サラワク生物多様性センター （マレーシア、サラワク州、クチン市）
サラワクエナジーバーハード （マレーシア、サラワク州、クチン市）

サラワクエナジーバーハード
研究実施場所
サラワク生物多様性センター （マレーシア、サラワク州、クチン市）
サラワクエナジーバーハード （マレーシア、サラワク州、クチン市）

NEDO

委
託

再
委
託
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1. 熱帯気候の屋外環境下におけるPBR技術および火力発電所排気ガスを利用した大規模微細
藻類培養システムの構築

1.1. 熱帯地域での大規模屋外微細藻類培養システムの構築
1.2. 石炭火力発電所排気ガスの微細藻類培養設備への導入システムおよび排気ガスモニ

タリングシステムの検討・構築

【目標】

1.1. 下記の要件を満たす微細藻類培養設備の構築

① 熱帯屋外環境下において年間を通じて半連続的に運用が可能

② 高濃度CO2を含む排気ガスを利用可能、

③ 安定稼働時に乾燥重量50-60トン/ha/年のバイオマス生産を見込む

④ 安定稼働時に乾燥重量250-300トン/年のバイオマス生産を見込む

1.2. 下記の要件を満たす発電所排気ガスの供給システムの構築

① 微細藻類培養・研究に携わる人員の安全性を確保

② 食用・工業規格CO2の購入・使用と比較して経済性の改善を見込む

③ 5 ha培養面積設備に必要とされるCO2を供給可能

研究開発項目１ 目標
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赤道

Kuching, Sarawak
北緯1度33分

Kuching 空港

Kuching 市街

Sejingkat Power Corporation

研究開発項目１.1 建設予定地
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研究開発項目１.1 建設予定地 測量
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研究開発項目１.1 建設予定地 土壌調査
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設計事務所

SEB

ちとせ

仕
様
書
の
確
定

研究開発項目１.1 建設仕様書の作成

目的産物の生産に関わる
運用手順の作成

ラボ、機械室、等内の詳細設定

想定される運用に基づく、
設備レイアウト・設計

設備設計および各種建屋詳細に
基づく配管・拝殿設計

運用手順、設備設計に基づく
各主要コンポーネントの設計

各主要コンポーネントで利用される
機器類の選定等
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2021年3月31日着工

着工後、2021年8月時点で、整
地、土地造成、等の初期土木作業
が完了。

2021年8月現在、PBRを用いた培
養設備の建設、設置が継続してい
る。
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研究開発項目１.1 建設作業進捗
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建設関連：建設会社の決定

➢ 2020/11-12に公募要項、設備仕様書の作成（RFP作成）
➢ 2020/11/18にSOの決定
➢ 2020/11/18に土壌調査を発注
➢ 2020/11/19に境界線調査および測量を発注

➢ 2021/01に土壌調査および境界線調査の最終報告を受領
➢ 2021/01/04に公募開始
➢ 2021/01/21までにサラワク州でClass５に分類される2社より見積りを受領
➢ 2021/01/26にSOによる見積書の確認完了。建設会社を含めた協議。建設会社の選定。

➢ 2021/02にSOによる確認を完了
➢ 2021/02/01にLetter of Awardの発行。

➢ 2021/02、初期設計に基づくWork Programmeの受領

2021/03、契約の締結。初期設計の完了。

RFP 発効後、以下2社より公募書類を受領した。

➢ Autopower Sdn. Bhd.

➢ SCLL Jaya Sdn. Bhd.

建設準備の完了
測量、境界線決定、土壌調査、建

設許認可、等

初期設計の完了
藻類培養設備および付帯設備等の

初期設計図作成

立地の確定

土地造成計画等

建設監督の選任等

設計修正・運用計画

PBR設備設計 建設計画の作成

2021年8月時点、建設計画に沿って、土地の造成が完了しており、現在PBR設備の構築・設
置が進められている。

研究開発項目1.1 まとめ
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2：発電所排気ガスへの曝露による微細藻類培養用培地および培養微細藻類への影響評価

3：大規模屋外藻類培養システムの運用技術の開発

3.1. 藻類種・株の選定および選定種の培養に要する商業用培地の開発

3.2. 純バイオジェット燃料原料として利用可能な藻類種・株および商業用培地を利用した

屋内外培養方法の構築

【目標】
2. 不特定の不純物を一定量含有する肥料を用いた培地への排気ガス

通気による、培養環境への影響を検証する

3.1 下記の要件を可能な限り満たす微細藻類種を選定する
①最適環境下での倍化時間が10時間以下
②栄養十分条件下で脂質含有率が10％（重量比）程度以上
③脂質抽出が比較的容易
④商業利用が可能（ライセンスフリー）
⑤屋外での培養に大きな規制がない非遺伝子組み換え体

また、選定された微細藻類の培養が可能である商業用培地を開発する

3.2 上記3.1にて選定した微細藻類株および商業用培地を用いて、熱
帯環境下におけるバイオマス生産性を検証する

研究開発項目2および3 目標
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帯
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備

誘引装置：Suction Room

煙道排ガスラインの設置ルートについて議論を重ねている他、ガスに含まれる微量元素や微細粉
塵の除去法、そしてガス温度の冷却法なども併せて検討されている。

分
岐

分
岐

研究開発項目 2. 発電所煙道排ガスの分岐法 (暫定版)
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培養エリア
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ボイラx4

集塵機
ESPx4

石炭

ボイラx4

集塵機
ESPx4

排ガス

燃焼設
備

排ガス

排ガス

排ガス 排ガス

排ガス

排ガス
排ガス

石炭集積所

煙道排気ガスの成分分析調査結果

サンプリングポート

誘引機
IDFx4

排ガス

煙道排ガスのサンプリングおよび排ガスの成分分析等を実施

研究開発項目 2. 発電所排ガスの分析
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排ガス

微粉塵の除去

排ガスの充満

水

冷却 ブロワボックス

Task 2 の試験開始に向けて、ちとせからの原案を基に SEB, SBC および エンジニアを含めた
議論が重ねられている。具体的な培養用フレームのデザインや配管径の最適化など、コスト削減
も含めて協議が進められている。

研究開発項目 2. 発電所排ガスの分析
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試験プラン検討の様子

試験実施イメージ排ガス分岐部の調査

排ガスの後処理検討（一例）
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Enamala et al., 2018

バイオマス生産性が高い
⇒ 脂質およびバイオジェット燃料の生産性向上

広く、研究や商業化で利用されている
⇒ 研究成果との比較・検証、データの有効活用

燃料用途以外の応用・研究例が多く存在する
⇒ 残渣利用によるバイオジェット燃料生産の経済化

多様な変異株が利用可能
⇒ 今後の育種や変異株の利用

世界中の多くの地域に普遍的に分布
⇒ 各地での応用可能性、周辺環境への影響

Chlamydomonas reinhardtii
を主に、上記の観点から様々な藻類種を評価。

研究開発項目3.1 微細藻類種の選定
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研究開発項目3.1 商業用培地の開発

Chlamydomonas A

Chlamydomonas B

培養期間

培養期間

Chlamydomonas A

Chlamydomonas B

開発中培地

基本培地

開発中培地

基本培地

藻
体
密
度

藻
体
密
度
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まとめ

・研究開発項目１：各種検査など実施し、建設候補地を選定した。検査結果等
を用いて、建設仕様書を作成、着工することができた。

・研究開発項目２：排ガスデータおよび水質データを取得、試験実施中

・研究開発項目３：候補となる微細藻類種を選定した。

・研究開発項目３：選定した微細藻類種を用いて商業用培地の開発に着手。
考案した培地組成を用いて比較試験を実施中。

・計画全体を通じて、大きな遅延は発生しておらず粛々と計画を遂行できている。


